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ソ
連
抑
留
を
想
い
出
し
て 

茨
城
県 

 
山 

崎 

勝 

一 
 
 

  

満
州
国
第
一
国
境
守
備
第
二
地
区
隊
歩
兵
隊
第
一
中
隊

を
三
年
一
カ
月
で
満
期
除
隊
、
内
地
に
帰
郷
し
て
も
急
ぐ

召
集
に
な
る
だ
ろ
う
と
在
満
を
す
る
。 

 

昭
和
十
八(

一
九
四
三)

年
三
月
か
ら
関
東
軍
司
令
部
功

績
班
に
軍
属
と
し
て
勤
務
す
る
。
昭
和
二
十
年
八
月
二
十

四
日
武
装
解
除
さ
れ
る
。
二
週
間
ぐ
ら
い
、
満
州
国
延
吉

に
ソ
連
軍
捕
虜
の
取
り
扱
い
を
さ
れ
る
。
国
境
ま
で
徒
歩

に
て
行
軍
、
日
用
品
と
食
糧
を
少
量
持
っ
て
入
ソ
す
る
。

そ
の
後
は
鉄
道
貨
車
に
詰
め
込
ま
れ
、
貨
車
内
に
二
十
日

ほ
ど
、
汽
車
は
北
へ
北
へ
と
走
る
。
ソ
連
鉄
道
員
に
何
駅

ま
で
行
く
の
か
と
聞
い
て
も
わ
か
ら
ず
、
止
ま
っ
た
と
こ

ろ
で
急
ぎ
モ
ク
ハ
収
容
所
に
入
れ
ら
れ
る
。 

 

鉄
道
敷
地
の
開
拓
（
日
本
の
地
図
に
は
チ
タ
鉄
道
と
完

成
し
て
あ
る
）
、
実
際
に
は
未
完
成
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
捕
虜

が
先
に
鉄
道
敷
を
開
拓
し
、
そ
の
交
替
に
我
ら
が
入
っ
た

の
で
、
主
に
伐
採
作
業
、
土
砂
運
搬
等
で
、
零
下
四
〇
度

ま
で
は
屋
外
作
業
、
四
〇
度
以
上
に
な
る
と
屋
内
作
業
で

あ
る
。
食
事
は
米
が
何
粒
か
入
っ
た
野
菜
と
、
本
当
に
水

の
よ
う
な
ス
ー
プ
と
一
日
黒
パ
ン
二
〇
〇
グ
ラ
ム
と
ジ
ャ

ガ
イ
モ
二
個
で
あ
る
。
初
め
の
頃
は
そ
の
食
糧
さ
え
な
い

の
で
文
字
通
り
の
呑
ま
ず
食
わ
ず
の
生
活
で
あ
る
。
栄
養

失
調
の
た
め
多
く
の
戦
友
が
死
ん
だ
。
朝
起
き
て
み
る
と

横
に
寝
て
い
た
友
が
冷
た
く
な
っ
て
い
る
の
も
し
ば
し
ば

で
あ
る
。
死
体
は
道
路
わ
き
に
雪
を
覆
い
、
そ
の
ま
ま
で
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あ
る
。
心
か
ら
ご
冥
福
を
祈
る
の
で
あ
っ
た
。
伐
採
作
業

は
三
人
一
組
で
一
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
鋸
を
両
方
か

ら
押
し
て
切
る
。
一
人
は
倒
れ
た
木
の
枝
払
い
作
業
で
あ

る
。
自
分
も
倒
れ
た
木
に
は
ね
飛
ば
さ
れ
て
気
を
失
っ
て
、

ソ
連
の
監
視
兵
に
か
つ
が
れ
て
医
務
室
に
五
時
間
ほ
ど
入

っ
た
。
幸
い
に
も
体
に
異
常
な
く
帰
っ
た
。
山
林
は
処
女

林
の
た
め
伐
採
作
業
は
一
箇
所
で
で
き
る
。
次
か
ら
次
へ

と
木
に
か
か
っ
て
二
十
本
ほ
ど
倒
れ
な
く
な
っ
た
。
監
視

兵
が
、
危
な
い
か
ら
お
前
達
は
遠
く
離
れ
て
い
ろ
と
。
監

視
兵
が
一
本
を
切
る
と
見
事
な
音
を
立
て
二
十
数
本
が
一

度
に
倒
れ
た
。
そ
の
木
を
六
・
五
メ
ー
ト
ル
に
、
次
に
四

メ
ー
ト
ル
に
二
本
切
る
。
夕
方
係
員
が
切
り
口
に
日
付
と

検
印
を
押
し
て
一
日
に
切
っ
た
数
（
リ
ウ
ベ
）
を
調
べ
る
。

一
日
の
作
業
が
終
わ
り
鋸
を
背
中
に
背
負
っ
て
収
容
所
に

帰
る
。
食
事
も
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
一
日
に
飯
盒
一
杯
で
、
二

十
日
ぐ
ら
い
の
時
も
あ
っ
た
。 

 

少
し
頭
を
使
っ
て
や
れ
と
朝
早
く
現
場
に
着
く
と
、
監

視
兵
の
居
な
い
時
に
昨
日
切
っ
た
材
木
を
検
印
の
あ
る
部

分
を
一
セ
ン
チ
に
薄
く
切
っ
て
雪
に
埋
め
て
、
夕
方
監
視

兵
に
こ
れ
も
こ
れ
も
今
日
切
っ
た
と
言
っ
て
、
実
は
二
本

し
か
切
ら
な
い
の
に
八
本
も
切
っ
た
よ
う
に
係
員
に
言
う

と
、
よ
し
、
今
日
は
八
本
切
っ
た
の
だ
な
と
い
う
こ
と
で

楽
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。 

 

春
に
な
っ
て
雪
が
融
け
、
伐
採
の
数
と
搬
出
の
数
が
合

わ
ず
重
営
倉
に
一
晩
、
食
事
も
な
く
入
れ
ら
れ
た
事
も
あ

っ
た
。
ひ
も
じ
さ
の
余
り
馬
糞
を
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
間
違
っ

て
拾
っ
た
こ
と
も
あ
る
。 

 

満
四
カ
年
で
米
を
食
べ
た
の
は
数
え
る
ほ
ど
で
あ
る
、

そ
れ
も
湯
の
方
が
多
い
粥
で
あ
る
。
ま
た
一
時
は
ノ
ル
マ

給
与
で
、
今
日
の
作
業
の
パ
ー
セ
ン
ト
が
明
後
日
の
食
事

に
な
る
。「
ノ
ル
マ
表
」
と
い
う
分
厚
い
本
に
は
、
す
べ
て

て
の
作
業
に
ノ
ル
マ
が
国
家
と
し
て
認
め
て
あ
る
の
で
あ

る
。 

 

身
体
検
査
が
月
一
回
あ
る
。
一
級
・
二
級
・
三
級
・
オ

カ
と
体
格
に
よ
っ
て
判
定
。
ソ
連
の
軍
医
の
診
断
に
よ
り

決
定
さ
れ
る
。
先
ず
回
れ
右
さ
せ
て
臀
部
の
肉
を
つ
か
ん

で
級
を
定
め
る
。
内
臓
の
病
気
な
ど
は
余
り
関
係
が
な
い
。

太
っ
て
身
長
の
な
い
ず
ん
ぐ
り
型
で
肉
づ
き
の
良
い
者
は
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い
つ
も
一
級
で
あ
る
。
自
分
は
や
せ
て
背
が
高
い
方
な
の

で
診
断
で
い
つ
も
三
級
で
誠
に
幸
せ
で
あ
っ
た
。
作
業
も

一
級
の
者
の
二
分
の
一
で
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
の

で
、
そ
の
点
で
は
有
り
難
か
っ
た
。
二
級
の
者
は
一
級
の

七
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
「
オ

カ
」
は
作
業
な
し
。
酷
寒
零
下
五
〇
度
と
は
、
日
本
に
住

ん
で
い
る
者
に
は
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
。
漫
才
等
で
、

小
便
す
る
と
局
部
か
ら
地
面
ま
で
弓
な
り
の
氷
で
続
く
と

い
う
様
な
漫
談
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
な
い
。
小
便
を
す
る

と
下
か
ら
氷
に
な
っ
て
、
上
に
直
線
に
な
っ
て
四
～
五
十

セ
ン
チ
ぐ
ら
い
上
っ
て
く
る
。
便
所
掃
除
は
「
つ
る
は
し
」

と
「
え
ん
ぴ
」
で
あ
る
。
満
州
で
は
零
下
二
〇
度
ぐ
ら
い

が
最
高
で
あ
っ
た
が
、
シ
ベ
リ
ア
は
立
っ
て
じ
っ
と
し
て

は
い
ら
れ
な
い
。
足
踏
み
を
す
る
。
素
手
で
鉄
等
に
触
っ

た
な
ら
、
べ
た
べ
た
と
ね
ば
る
様
で
大
変
。
ま
た
、
水
は

本
当
に
貴
重
で
あ
る
。
コ
ッ
プ
一
杯
で
歯
を
磨
き
、
す
す

ぎ
、
口
に
水
を
一
杯
含
ん
で
両
手
に
移
し
て
顔
を
洗
う
。

ソ
連
人
も
同
様
で
あ
る
。
誠
に
合
理
的
で
あ
る
。
あ
る
時

サ
ボ
ッ
た
の
を
監
視
兵
に
見
つ
か
り
銃
を
構
え
て
追
っ
て

く
る
の
で
同
僚
の
間
に
入
っ
て
知
ら
な
い
振
り
を
し
て
い

る
と
、
我
ら
が
ソ
連
兵
を
皆
同
じ
に
見
え
る
の
と
同
様
、

彼
ら
も
日
本
人
を
誰
か
見
当
が
つ
か
ず
、
お
前
か
？
違
う
、

お
前
か
？
違
う
と
誰
も
話
さ
ず
、
と
う
と
う
分
か
ら
ず
、

渋
々
と
引
き
上
げ
て
行
っ
た
。
そ
の
時
は
自
分
に
返
っ
た

気
が
し
た
。
戦
友
達
と
嬉
し
い
笑
い
に
時
を
過
し
た
。 

 

昭
和
二
十
三
年
十
一
月
末
日
、
帰
還
の
名
簿
に
入
っ
て
、

二
昼
夜
貨
車
に
乗
っ
て
「
ナ
ホ
ト
カ
」
に
着
く
。
一
週
間

待
っ
て
も
二
週
間
た
っ
て
も
帰
還
の
呼
び
出
し
が
な
い
。

日
本
か
ら
船
が
来
な
い
の
で
お
前
達
は
ま
た
元
の
収
容
所

に
行
っ
て
作
業
を
す
る
よ
う
に
と
の
こ
と
。
こ
の
時
は
も

う
生
ま
れ
故
郷
に
は
帰
れ
な
い
か
と
、
が
っ
く
り
と
東
の

空
を
望
み
故
郷
を
思
い
出
す
。
そ
れ
か
ら
ま
た
二
昼
夜
貨

車
に
乗
せ
ら
れ
、
元
の
ラ
ー
ゲ
ル
に
行
く
。
ま
た
あ
の
辛

い
作
業
を
す
る
の
か
、
来
年
ま
で
元
気
で
い
れ
ば
何
と
か

な
る
だ
ろ
う
と
零
下
五
〇
度
の
極
寒
に
耐
え
る
。 

 
二
十
四
年
七
月
に
待
ち
に
待
っ
た
帰
還
の
命
下
る
。
ナ

ホ
ト
カ
に
三
日
間
待
つ
。
我
が
日
本
船
が
真
向
い
に
見
え

た
時
は
本
当
に
嬉
し
く
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
明
優
丸
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が
我
ら
の
帰
還
船
で
あ
る
。 

 

舞
鶴
港
が
見
え
た
時
は
、
泣
き
な
が
ら
我
慢
し
て
四
年
、

帰
れ
た
の
だ
と
嬉
し
さ
は
隠
し
切
れ
な
か
っ
た
。
舞
鶴
港

に
着
く
と
、
我
ら
は
乗
船
中
の
待
遇
が
悪
か
っ
た
の
で
上

陸
拒
否
し
た
の
で
、
後
か
ら
来
た
船
の
方
が
先
に
上
陸
す

る
。
明
優
丸
の
者
が
上
陸
す
る
時
は
桟
橋
を
警
察
官
が
一

列
に
並
ん
で
の
お
迎
え
で
あ
っ
た
。
二
日
ほ
ど
検
査
や
帰

還
の
手
続
き
で
、
終
了
後
、
帰
還
列
車
に
乗
る
と
新
宿
ま

で
父
親
と
義
弟
が
迎
え
に
来
て
い
た
。
自
分
は
代
々
木
駅

で
下
車
、
共
産
党
本
部
に
行
く
と
言
っ
た
が
、
父
親
と
義

弟
の
二
人
に
押
さ
え
つ
け
ら
れ
下
車
す
る
事
が
出
来
な
か

っ
た
。 

 

水
戸
、
上
菅
谷
駅
で
は
帰
還
兵
に
日
の
丸
の
旗
を
振
っ

て
迎
え
て
く
れ
た
。
常
陸
太
田
駅
に
着
く
と
家
族
、
区
内

の
皆
様
が
御
苦
労
様
で
し
た
と
お
迎
え
に
。
ま
た
駐
在
所

の
巡
査
に
ま
で
御
苦
労
様
で
し
た
と
言
っ
て
軽
ト
ラ
に
て

送
ら
れ
る
。 

 

昭
和
二
十
四
年
八
月
十
三
日
、
五
年
振
り
に
故
郷
に
帰

る
。
懐
か
し
い
故
郷
を
し
み
じ
み
と
想
う
。 

 

戦
後
の
還
暦
に
思
う 

富
山
県 

 

窪 

谷 

好 
信 

 
 

  

激
動
の
昭
和
は
今
や
遠
く
に
去
ら
ん
と
し
て
い
ま
す
が
、

幸
い
に
生
き
な
が
ら
え
、
終
戦
か
ら
六
十
年
目
を
迎
え
て

先
ず
思
い
出
す
こ
と
は
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
苦
難
で
あ
り

ま
す
。 

 

私
は
昭
和
十
五(

一
九
四
〇)

年
徴
集
兵
で
第
一
乙
種
で

し
た
が
、
現
役
兵
と
し
て
、
十
六
年
二
月
、
敦
賀
歩
兵
第

百
十
九
連
隊
（
中
部
第
三
十
六
部
隊
）
に
入
営
し
ま
し
た
。

旬
日
後
に
七
尾
港
よ
り
渡
満
し
、
穆
稜
歩
兵
第
十
九
連
隊

（
満
州
第
八
〇
二
部
隊
）
に
到
着
い
た
し
ま
し
た
。
東
部

ソ
満
国
境
地
帯
に
て
警
備
の
任
に
就
き
、
昭
和
二
十
年
六

月
、
吉
林
省
敦
化
第
十
六
野
戦
兵
器
廠(

満
州
第
九
三
〇
〇

部
隊)

に
転
属
と
な
り
、
ほ
ど
無
く
、
天
皇
の
詔
勅
を
拝
し

終
戦
を
知
り
ま
し
た
。 

 

戦
わ
ず
し
て
武
装
解
除
を
受
け
て
ソ
連
軍
の
配
下
に
入


